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ス ト レ ス 潰蕩 の 発生 に 伴う胃粘膜 レ ク チ ン 結
合 パ タ ーン の 変化
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　 抗 喘息薬 Tranilast （以 下 TR と略 ）は

酸性脂溶性の 経 口治療剤 で ある 。 今回我 々 は

TR の 吸収様 式を形態学的 に とら え る こ とを

目的 とし、光顕 ラジ オ オ
ー

ト グラ フ イ
ー

に よ

る実験を行な つ た 。

〔材料 ・
方法 〕6 週齢の 雄i性雕 star ラ ッ ト

に
3H − TR を 53 ・ ci ／kg （TR　40 ・ g／kg ）

経 口 投与 し 、 投4 後 15 分か ら 24 時間まで

経時的に ラ ツ トを 放血屠 殺 し 、 消化 管を 10％
緩衝 ホ ル マ リン 固定、 パ ラ フ ィ ン 包埋 、 薄切 、

さ くら NR − M2 乳剤で 乳剤湿 ’

髄 用 し 、 露 出 、

現像、定惹 H屯 染色して 光顕で 観察 し た
。

〔結果 〕胃で は 投．与初期 よ り粘膜上 皮か ら粘

膜下層 にか け て高密度 に 銀粒子がみ られた
。

空腸で は 投与後 1 時間 ま で は ご く少数の 銀粒

子 しか み られ なか つ た が
、 3か ら 6 時間 にか

けて 中心乳び腔お よび粘 膜下 リ ン パ 管に銀粒

子 の 局 在が認 め られ た 。 結腸で は 投与後 3 か

ら 6 時間に粘膜上皮か ら固有層 にか けて 銀粒

子がみ られ 、
24 時間で は 杯細 胞中に 局在 し た

。

〔結論 〕TR は 胃お よ び 小腸 の 粘膜上皮 よ り

吸収 され 、 そ の 後空腸で は 主 に 中 心乳び 腟か

ら粘膜下組織の リ ン パ 管 を経 て血 中 に入 るこ

とが 示 唆され た
。

　　
ス ト レ ス 潰瘍 の 発生に は 、酸 ・ペ プ シ ン を

中心 と し た 攻 撃因 子 と 、 粘膜 血流 、 粘液な ど

の 防御因子 との 不均衡が 主 因をなす と考え ら

れ る。酸 ・ペ プ シ ン の 攻撃に 対 し、胃粘膜局

所 の home ・ stasis を保持す る た め の 反応と し

て 粘液が そ の 役目を 担 っ て い る と さ れ る。粘
液やそ の 前駆体 を構成 す る複合糖質が 、 正常

及 び ス ト レ ス 状態に お い て 、粘膜層及び個 々

の 分泌細胞 で ど の よ うな存在様式をな し て い

る か を 、
レ ク チ ン の 結合 パ タ ーン を指標 と し

て 光顕 ・電顕的 に 検 討し た。ス トレ ス と し て 、
ラ ソ ト背部に 30 ％熱傷を 負荷 し 、 熱傷後 2 、

5 、 24時 間 の ス ト レ ス 群と無処置対照群 と を

比較 し た
。 そ の 際 、 ConA 、　RCA 、　WGA 、　DBA 、

SBA ・PNA ・UEA − 1な ど各種HRP 標識 レ ク

チ ン を適用 し た 。 例 えば PNA は、対照群 で は

増殖細胞領域 に ほ ぼ 限局 し て 結合する の に 対

し 、 ス トレ ス 負荷後は 中間層 及 び 基底細胞層
へ と 結合 部位が 拡が る傾向を示 し た。負荷後
2 時間で は、壁細胞の 細胞膜や細 胞質に ぴ ま

ん 性 に 反 応陽性 で あり、 5 時間後rcは 細 胞内

分泌細管 に も陽性 と な る 。 24 時間を過ぎる

と 陽 性 反応 は 低
一
ドす る。こ う し た変化は 、分

泌細 胞 の
、

ス F レ ス に 対す る局所 反応 の 存在

を想定 さ せ る 。
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